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ボーリング柱状図
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栃木県　大田原土木事務所 2010-11-24 ～ 2010-11-26
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766.58 2.35 2.50

転石・玉
石混り砂
礫
(GS-B)

763.28 3.30 5.80

転石・玉
石混り粘
土
(CH-B)

759.73 3.55 9.35
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暗
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中
ぐ
ら
い

非
常
に
硬
い

硬
い

軟質なシルト系土から成り、植物
根を混入する。
φ10～30mmの亜角礫を主体にコ
ア長5～10cm(推定
φ100～300mm)の粗石を点在し、
GL-1.65m以深にはコア長35cm(推
定φ1000mm前後)の転石をも認め
る。マトリックスは中～粗砂分と
少量の細粒土分から成り、礫間を
ルーズに充填する。

土は全体にやや固い。
GL-2.5～3m間、軽石質を帯び、粘
性上位である。
φ5～20mmの火山礫を主体に最大
φ50mm程を点在し、GL-3m付近
にコア長80cm(推定φ2400mm内
外)の転石を認める。GL-
3.8～4.5m間、シルト質粘土状を呈
す。
GL-4.5m以深、スコリア及び粗粒
砂分の含有が顕著で、含水・粘性
共に低下する。

火山噴出物の堆積層であり、粘性
土を主体に粗粒砂分を不均質に含
有している。
土は固結状態にある。
全体に粘土化を伴うスコリアの含
有が目立つ。

φ5～20mmの火山礫を主体にコア
長5～15cm(推定φ150～450mm程
)の粗石～転石を点在し、最大では
コア長25cm(推定φ750mm前後)を
も認める。
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